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序にかえて

交通事故は、人・道・車の３要素に気象条件等の外部環境要因が絡んで発生すると考えられ、

事故の発生要因がますます複雑化・多様化してきている。このような状況の中、抜本的な事故の

削減を図るためには、対処療法的対策のみでなく、人・道・車にまつわる根元的要因に踏み込ん

だ対策や人・道・車に関する総合的な対策、従来の視点にとらわれない新たな対策を生み出すこ

とが急務である。

産・官・学連携という研究体制の下で平成９年度に発足した“交通安全研究会四国地方ワーキ

ング”（国土交通省四国地方整備局、徳島大学、徳島文理大学他）は、５箇年の研究を終え、平

成13年２月をもってワーキングを解散し、その研究成果を『高齢者の横断歩行中事故防止マニュ

アル(案)』という形で報告する運びとなった。

この報告書で特筆すべきことは、全国に比べて１０年ほど早く高齢化が進み、中でも、近年発

生件数の増加が顕著である“高齢者の横断歩行中事故”を対象として、四国内における事故対策

の効率的・効果的実施に貢献することを目的としてマニュアルが開発されたことである。その根

本では、高齢者横断事故の発生メカニズムに関する基礎分析結果から抽出した事故発生要因が、

今回構築した危険度評価モデルの説明変数に姿を変えて用いられており、これも特徴の一つとな

っている。また、事故データと現地の道路交通環境に関する点検データがあれば、多変量解析を

基礎におくこの評価手法により、事故発生の危険度や対策の定量的な効果計測を比較的容易に行

えることも特徴である。

本マニュアルでは、現地の点検結果から“高齢者の横断歩行中事故”の危険度を定量的に評価

し、対策箇所のプライオリティ、各対策項目の重み付けや対策効果予測等を可能にする評価手法

が紹介されているとともに、工事事務所や維持出張所の実務に携わっている方々にも役立てられ

るように、使用例を添付して現地点検から危険度評価、対策効果評価までの一連の検討過程がわ

かりやすく示されている。

事故データと現地の道路交通環境データに基づいてこの評価手法が構築できたことは、他の事

故、他の地域を対象として同様の検討を行えば、車両相互など全ての事故、あるいは特性の異な

る全ての地域への適用が可能であることを示すものであり、今後の研究の発展を大いに期待する

ものである。

徳島大学大学院工学研究科教授 近藤光男
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